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1. はじめにはじめにはじめにはじめに　橋梁景観を論じる際には，その美をいかにして評価するかが大きな課題である．過去の研究

［1］では橋梁景観の美を評価するに当たり，イメージを媒介として橋梁形態の美を定量化する「イメージ

分析評価手法」が提案されたが，その手法は視点位置の影響が十分には考慮されていなかった．そこで本研

究では，視点位置変化に伴って変動する橋梁形態の美をイメージ分析評価手法を用いて評価し，橋梁の形態

美を的確に把握し，橋梁形態ひいては橋梁景観を美しく眺める視点位置について考究することを目的とした．

2. 景観分析の基礎理論景観分析の基礎理論景観分析の基礎理論景観分析の基礎理論　視知覚対象としての景観を分析するにあたり，重要となる基礎理論を整理した．

これにより，人間の視知覚特性を把握するとともに，人間が対象を眺めたときに対象から受ける印象は，視

点と対象の間の位置関係に大きく影響を受けるということが示された．

3. イメージ分析評価手法イメージ分析評価手法イメージ分析評価手法イメージ分析評価手法　イメージ分析評価手法では橋梁形態の美を 6 種類に分類した（Fig.1）．橋梁形態

の美は形態構成要素のイメージの影響を受けるという考えの下，まず橋梁写真上で橋梁形態の中に見られる

かたちとしての構成要素を多数抽出した．次いで橋梁形態の遠近感や立体感を考慮して各構成要素が美に及

ぼす影響を大（3）・中（2）・小（1）の 3 段階の重み（Wij）で表し，

橋梁形態全体に対する寄与度を大（3）・中（2）・小（1）の 3 段階

の評価値（Vij）で表した（Table 1）．そして 3×3 の 9 段階に 0 を加

えた全 10 段階の数値を係数とし，各形態構成要素の有無を 0 また

は 1（Eij）として形態構成要素の値を求め，それらの総和を算出す

ることで美の各成分の大きさ（ xＦ ）を表す一般式を定めた（Fig.2）．

4. 12 の視点位置からの橋梁形態美の評価の視点位置からの橋梁形態美の評価の視点位置からの橋梁形態美の評価の視点位置からの橋梁形態美の評価　橋梁に対する水平見込角θを人間が無理なく見ることができる

視野の範囲である 60°に固定し，橋軸に対する視線入射角αをα

=9°・ 16°・ 41°・ 90°の 4 種，視点高さ H を H=基準面・路面・

俯角 10°の 3 種の高さ（Fig.3）とし，計 12 の視点位置を設定した．

そして桁橋・ラーメン橋・トラス橋・アーチ橋・吊橋・斜張橋の各

橋梁形式につき 1 橋ずつ，計 6 橋を選定し，CG によって橋梁モデ

ルを再現した．6 つの橋梁モデルを 12 の視点位置から眺めたとき

の橋梁形態の美を，イメージ分析評価手法に適用することで橋梁形

態の 6 つの美の大きさを定量的に表した（Fig.4）．
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Ｆ1＋…Simple（簡潔）な美

Ｆ1－…Massive（重厚）な美

Ｆ2＋…Excitement（視覚的興奮）のある美

Ｆ2－…Static（静的）な美

Ｆ3＋…Tensive（緊張感）のある美

Ｆ3－…Heartwarming（和やか）な美

Fig. 1　橋梁景観の 6 つの美

Table 1　形態構成要素の重みと評価値（トラス橋の例，一部）

構成要素 内容 評価値 Ｆ１＋ Ｆ１－ Ｆ２＋ Ｆ２－ Ｆ３＋ Ｆ３－
メインスパン長 長 2 3 1 1 1
　　　〃 中 1 1 1 1
　　　〃 短 2 1 1 1
トラス高（桁厚） 厚 3 2 1
　　　〃 中 2 1 1 1 1
　　　〃 薄 3 2 1 2
トラス幅（桁幅） 広 1 2 2
　　　〃 中 1 1 1 1
　　　〃 狭 1 2 2
　　…計124項目

Fig. 2　美の各成分の一般式

桁橋（i=1）…………全 124 項目（m=124）
ラーメン橋（i=2）…全 124 項目（m=124）
トラス橋（i=3）……全 124 項目（m=124）
アーチ橋（i=4）……全 179 項目（m=179）
吊橋（i=5）…………全 141 項目（m=141）
斜張橋（i=6）………全 147 項目（m=147）
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Fig. 3　高さ方向の視点位置
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5. 美の美の美の美の 6 成分と視点位置成分と視点位置成分と視点位置成分と視点位置　イメージ分析評価手法によって算出した値を用いて，全ての橋梁形式に共通し

た美の 6 成分が橋梁形態に大きく認められる視点位置を把握した．把握した視点位置を美の成分ごとに記す．

　●Simple な美：α大，俯瞰のときに顕著　　　　　　●Massive な美：α小，仰瞰のときに顕著

　●　●　●　●Excitement のある美：α小，H が低いほど顕著　　●Static な美：α大，H が高いほど顕著

　●Tensive のある美：α大のとき認められる傾向　　　●Heartwarming な美：α＝41°，俯瞰で認められる傾向

6. 橋梁形式に特徴的な美橋梁形式に特徴的な美橋梁形式に特徴的な美橋梁形式に特徴的な美　各橋梁形式には特徴的な美があるのではないかと考え，橋梁形式別に美の 6 成

分のイメージ評価値を設定した全視点位置間で平均し，得られた平均値をもとに各橋梁形式の橋梁形態に特

徴的な美を定めることを試みた．以下に定めた特徴的な美を橋梁形式別に示す．

　【桁橋】………Simple な美，Static な美　　　　　　　　　【ラーメン橋】…Simple な美，Tensive のある美

　【トラス橋】…Massive な美，Tensive のある美　　　　　　【アーチ橋】……Massive な美，Heartwarming な美

　【吊橋】………Excitement のある美，Heartwarming な美　　【斜張橋】………Simple な美，Tensive のある美

7. 良いと考えられる視点位置の提案良いと考えられる視点位置の提案良いと考えられる視点位置の提案良いと考えられる視点位置の提案　橋梁を眺めたときに，その橋梁形式に特徴的な美ができるだけ大き

くなる視点位置を良い視点位置であると考え，本研究で設定した視点位置の中から提案した．6.で定めた 2

つの特徴的な美の評価値が，ともに平均値を上まわる視点位置を抽出し，これらを優れた視点位置として設

定した（Fig.5）．選んだ視点位置を橋梁形式別に以下に示す．

　【桁橋】…………α=90°，H=基準面

　　　　　…………α=90°，H=路面

　　　　　…………α=90°，H=俯角 10°の高さ

　【ラーメン橋】…α=90°，H=俯角 10°の高さ

　【トラス橋】……α=41°，H=俯角 10°の高さ

　【アーチ橋】……α=16°，H=路面

　　　　　　　……α=41°，H=路面

　【吊橋】…………α=16°，H=俯角 10°の高さ

　【斜張橋】………α=41°，H=基準面

　　　　　　………α=41°，H=俯角 10°の高さ

8. おわりにおわりにおわりにおわりに　本研究により，視点位置によって橋梁形態に認められる美は変化するということが示唆され

た．また，各橋梁形式に特徴的な美があることも確認され，良い視点位置の一例を提案することも可能とな

った．今後本研究の成果を利用することでより良い視点場が追求され，より優れた橋梁景観が創出されてい

くことが望まれる．
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Fig. 4　斜張橋　H＝路面の例（α：視線入射角，H：視点高さ）
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視点位置 H
美の成分 α 90° 41° 16° 9° 90° 41° 16° 9° 90° 41° 16° 9°
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Massiveな美（F 1－）

Tensiveのある美（F 3＋）

Fig. 5　提案した視点位置（トラス橋）
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